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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
例
年
以
上
に
台
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
全
国
的
に
大
雨
や
土

砂
災
害
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
長
雨
の
影
響
で
、
日
照
時
間
が
著
し
く
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
行
楽
や
露
地
栽
培
の
野
菜
の
生
育
等
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
自
然
の
脅

威
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
議
員
生
活
も
７
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
所
属
し
た
教
育

警
務
常
任
委
員
会
を
離
れ
、
新
た
に
農
林
水
産
常
任
委
員
会
に
所
属
い
た
し

ま
し
た
。
農
林
水
産
分
野
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、

積
極
的
に
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。
農
林
水
産
分
野
に
関
し
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
ご
指
導
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

委
員
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
都
市
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
当
局
側
と
議
論

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
地
元
で
あ
る
旧
富
山
市
南
部
地
域
で
は
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
が
多
く
、
農
地
で
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
開
発
を
前
提

と
し
て
、
宅
地
並
み
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
た
に
都
市
農
業
振
興
基
本
法
と
い
う
法
律
が
で
き
、
市
街
地
の

農
地
は
「
宅
地
化
す
る
も
の
」
か
ら
「
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
位
置
づ
け

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
「
都
市
に
あ
る
べ
き
農
地
」
と
し
て
の
機

能
や
税
制
に
つ
い
て
も
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
時
代
に
即
し
た
仕
組

み
が
作
れ
る
よ
う
、
今
後
も
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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報
道
等
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
議
論
を
二
分
し
て
い
る
大
き
な
課
題
が
、
県

立
高
校
の
再
編
統
合
問
題
で
す
。

県
立
高
校
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
は
、
県
立
高
校
の
在
り
方
検
討
会
等
の
審
議
会
に
て
、
長
い
時
間
を

か
け
て
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
地
域
毎
に
住
民
と
の
意
見
交
換
会
も
始
ま
り
、
議
論
は
激

化
し
て
い
ま
す
。

「
一
学
年
３
学
級
以
下
の
小
規
模
校
を
再
編
統
合
の
対
象
校
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
、
審
議

会
で
の
取
り
ま
と
め
が
先
行
し
、
県
議
会
や
小
規
模
校
を
抱
え
る
地
域
が
猛
反
発
す
る
と
い
っ
た
事
態
に

も
発
展
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
現
在
、
対
象
を
小
規
模
校
に
限
定
せ
ず
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（
富
山
、
高
岡
、
砺
波
、

新
川
）
毎
に
お
お
よ
そ
２
校
ず
つ
を
再
編
統
合
す
る
こ
と
で
、
小
規
模
校
、
中
規
模
校
、
大
規
模
校
の
そ

れ
ぞ
れ
の
形
を
残
し
、
子
供
た
ち
の
選
択
の
幅
を
確
保
す
る
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
見
る
と
、
私
は
「
な
ぜ
再
編
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
議
論
の
ベ
ー
ス
が
共
有
で

き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
「
子
供
の
た
め
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
す
現
状
の
議
論
で
は
、

何
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い
の
か
、
価
値
観
の
問
題
に
終
始
し
、
教
育
委
員
会
の
「
子
供
の
た
め
に
大

規
模
校
が
必
要
」
と
い
う
主
張
の
中
に
は
、
小
規
模
校
の
子
供
の
成
績
や
、
子
供
が
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
評
価
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
「
厳
し
い
財
政
状
況
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

触
れ
ら
れ
ず
、
統
合
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
額
や
、
削
減
し
た
分
の
使
い
道
に
つ
い
て
の
展
望
が
説
明
さ
れ

な
い
現
状
で
は
判
断
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
母
校
が
な
く
な
る
」
、
「
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
に
は
、
「
な
ぜ
再
編
が
必
要
な
の
か
」
、
そ
の
目
的
を
共
有
し
、
再
編
統
合
す
る
こ
と
で
も
た
ら

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
賛
同
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
十
分
に
議
論
を
深
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/
６月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会のホームページでご覧いただけます。
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重
症
児
等
へ
の
対
応
や
特
別
な
医
療

ニ
ー
ズ
を
有
す
る
子
供
へ
の
支
援
拠
点

施
設
と
し
て
、
常
勤
の
児
童
精
神
科
医

の
採
用
や
臨
床
心
理
士
の
増
員
等
に
よ

り
、
初
診
ま
で
に
３
か
月
程
度
の
待
ち

時
間
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
１
か
月

程
度
に
短
縮
さ
れ
た
。

ま
た
、
診
断
後
の
生
活
動
作
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
等
、
年
齢
や

特
性
に
応
じ
た
訓
練
の
環
境
も
改
善
さ

れ
て
い
る
。

今
年
５
月
に
は
、
発
達
障
が
い
の
専

門
医
療
機
関
と
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
協
議

を
始
め
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

平
成
29
年
６
月
23
日
　一
部
抜
粋

平
成
29
年
６
月
23
日
　一
部
抜
粋

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
学
び
の
支
援
に
つ
い
て

改
正
刑
法
と
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
達
障
が
い
と
診

断
さ
れ
て
い
る
子
供
の
数
は
、
平
成
24
年
度
の
約
３
７
０
名
か
ら
平
成
26
年
度
に

は
約
５
６
０
名
、
ま
た
平
成
28
年
度
に
は
約
１
１
７
０
名
へ
と
年
々
増
加
し
て
い

Ｐ
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性
犯
罪
を
厳
罰
化
す
る
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
６
月
16
日
に
参

議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
た
。

第
１
に
、
罪
名
が
「
強
姦
」
か
ら
「
強
制
性
交
等
」
に
改
め
ら
れ
、
構
成
要
件

も
性
別
を
問
わ
な
い
と
見
直
さ
れ
、
法
定
刑
の
下
限
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

第
２
に
、
「
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
」
及
び
「
監
護
者
性
交
等
罪
」
が
新
設
さ
れ
、

18
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
の
影
響
力
に
乗
じ
て
、
わ
い

せ
つ
な
行
為
ま
た
は
性
交
等
を
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
が
新
設
さ
れ
た
。

第
３
に
、
強
姦
罪
等
が
非
親
告
罪
化
さ
れ
た
。

第
４
に
、
同
一
の
機
会
に
強
盗
の
罪
と
強
制
性
交
等
の
罪
を
犯
し
た
場
合
、
現

行
の
強
盗
強
姦
罪
と
同
様
の
法
定
刑
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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今
年
５
月
１
日
時
点
で
、
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
数

は
１
０
８
５
名
で
、
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
数
１
６
６
６
名
と
合
わ
せ
る

と
、
２
７
５
１
名
。
５
年
前
よ
り
、
１
１
０
０
名
の
増
加
、
率
に
し
て
67
％
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
数
は
４
０
５
名
で
、
通

級
指
導
を
受
け
て
い
る
生
徒
数
１
４
４
名
と
合
わ
せ
る
と
、
５
４
９
名
と
な
っ
て

お
り
、
５
年
前
よ
り
１
１
２
名
の
増
加
、
率
に
し
て
26
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
数
は
１
２
７
９
名
で
、
５

年
前
の
１
２
０
９
名
と
比
べ
る
と
70
名
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
高
校
や
大
学
入
学
後
に
発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
、
支
援
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
の
設
置
を
制
度
化
し
た
。
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知 

事
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平
成
28
年
度
に
お
け
る
本
県
教
員
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
保
有
率
は
、

特
別
支
援
学
校
で
は
72.5
％
で
、
５
年
前
の
71.4
％
か
ら
微
増
し
て
い
る
。
ま
た
小
中

学
校
で
は
7.9
％
で
、
５
年
前
の
6.7
％
か
ら
増
加
し
て
い
る
。

教
育
長

昨
年
１
月
、
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
院
し
た
が
、
発
達
障
が
い
児
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
善
さ
れ
た
点
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

本
県
と
富
山
大
学
は
、
平
成
17
年
に
連
携
協

定
を
締
結
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
様
々
な
面
で

連
携
を
強
化
し
て
い
る
が
、
高
大
連
携
に
よ
る

高
校
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

提
案
は
、
高
校
で
の
通
級
指
導
を
実
施
す
る

際
の
対
応
策
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い

る
。ま

ず
教
育
委
員
会
に
お
い
て
研
究
を
進
め
、

そ
の
上
で
、
大
学
と
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
協

議
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

知 

事
文
部
科
学
省
が
高
等
学
校
の
通
級
設
置
を
制
度
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
通
級
拠

点
校
を
富
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
、
「
富
山
型
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」
と
し
て
、
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

（
特
別
な
支
援
が
必
要
な
高
校
生
へ
の
支
援
と
し
て
、
国
は
来
年
４
月
か
ら
高

等
学
校
の
通
級
設
置
を
制
度
化
す
る
。
）

特
別
支
援
学
校
、
小
中
学
校
に
お
け
る
特
支
免
許
の
保
有
率
の
推
移
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
事
案
を
認
知
し
た
場
合
は
、
児
童
の
安
全
確
認
及
び

安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
組
織
的
対
応
を
図
り
、
児
童
相
談
所
へ
の
確
実
な
通

告
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
虐
待
の
可
能
性
が
低
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
児
童
相
談

所
、
市
町
村
等
関
係
機
関
に
対
す
る
照
会
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
性
的
虐
待
を
含
め
た
児
童
通
告
数
は
、
平
成
24
年
が
66
件
で
あ

っ
た
が
、
平
成
28
年
に
は
、
１
２
８
件
と
急
増
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
更
な

る
連
携
の
強
化
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

警
察
本
部
長

Ａ．

親
子
等
の
間
で
行
わ
れ
た
わ
い
せ
つ
行
為
等
に
つ
い
て
、
暴
行
や
脅
迫
の
事
実

が
な
い
と
、
児
童
福
祉
法
違
反
等
で
し
か
処
罰
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
よ
り
厳

罰
化
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
相
談
所
で
は
、
告
発
等
が
必
要
な
場
合
は
、
警
察
と
十
分
協
議
し
対
応
し

て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
児
童
福
祉
司
を
対
象
と
し
た
「
児
童

福
祉
司
任
用
後
研
修
」
を
実
施
す
る
が
、
今
回
の
改
正
を
踏
ま
え
た
内
容
と
し
、

必
要
な
専
門
的
知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
。

厚
生
部
長

警
察
に
よ
る
事
件
化
や
、
こ
れ
ま
で
児
童
相
談
所
に
て
対
応
し
て
い
た
問
題
が
事

件
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。
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発
達
障
が
い
に
は
、
本
人
や
周
囲
も
発
達
障
が
い
の
認
識
が
な
く
、
高
校
生
や

大
学
生
、
さ
ら
に
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
対
人
関
係
な
ど
で
様
々
な
困
難
や

課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
高
校

生
以
上
の
方
１
８
４
人
か
ら
相
談
が
あ
り
、
う
ち
35
人
が
高
校
生
と
そ
の
家
族
か

ら
だ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
校
と
も
連
携
し
、
発
達
障
が
い
の
特
性
に
関

す
る
理
解
や
、
集
団
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
支
援
や
助
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
族
等
が
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
向
け
講
座
の
開
催
や

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

厚
生
部
長

高
校
生
以
降
に
発
達
障
が
い
が
判
明
し
た
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

Ａ．

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
こ
の
４
月
に
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す

る
専
門
職
員
を
担
当
課
に
配
置
し
、
支
援
員
の
養
成
と
支
援
に
携
わ
る
方
々
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
専
門
研
修
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

専
門
研
修
は
、
今
年
９
月
に
開
校
し
、
来
年
２
月
ま
で
の
講
座
を

予
定
し
て
い
る
。
男
性
の
性
暴
力
被
害
の
実
態
と
対
応
に
関
す
る

講
義
も
取
り
入
れ
る
ほ
か
、
一
部
講
義
を
公
開
講
座
と
し
て
広
く

県
民
の
皆
さ
ん
に
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
開
設
に
当
た
っ
て
の
広
報
は
、
未
成
年
者
の
被
害
者

が
多
い
こ
と
や
潜
在
化
し
や
す
い
な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
て
工

夫
し
た
い
。

来
年
春
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
人
材
育
成
の

計
画
、
対
応
形
態
、
広
報
に
つ
い
て
問
う
。

知
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Ａ．

重
症
児
等
へ
の
対
応
や
特
別
な
医
療

ニ
ー
ズ
を
有
す
る
子
供
へ
の
支
援
拠
点

施
設
と
し
て
、
常
勤
の
児
童
精
神
科
医

の
採
用
や
臨
床
心
理
士
の
増
員
等
に
よ

り
、
初
診
ま
で
に
３
か
月
程
度
の
待
ち

時
間
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
１
か
月

程
度
に
短
縮
さ
れ
た
。

ま
た
、
診
断
後
の
生
活
動
作
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
等
、
年
齢
や

特
性
に
応
じ
た
訓
練
の
環
境
も
改
善
さ

れ
て
い
る
。

今
年
５
月
に
は
、
発
達
障
が
い
の
専

門
医
療
機
関
と
地
域
の
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
協
議

を
始
め
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

平
成
29
年
６
月
23
日
　一
部
抜
粋

平
成
29
年
６
月
23
日
　一
部
抜
粋

す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
学
び
の
支
援
に
つ
い
て

改
正
刑
法
と
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
達
障
が
い
と
診

断
さ
れ
て
い
る
子
供
の
数
は
、
平
成
24
年
度
の
約
３
７
０
名
か
ら
平
成
26
年
度
に

は
約
５
６
０
名
、
ま
た
平
成
28
年
度
に
は
約
１
１
７
０
名
へ
と
年
々
増
加
し
て
い

Ｐ
I
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K 
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性
犯
罪
を
厳
罰
化
す
る
「
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
６
月
16
日
に
参

議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
た
。

第
１
に
、
罪
名
が
「
強
姦
」
か
ら
「
強
制
性
交
等
」
に
改
め
ら
れ
、
構
成
要
件

も
性
別
を
問
わ
な
い
と
見
直
さ
れ
、
法
定
刑
の
下
限
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

第
２
に
、
「
監
護
者
わ
い
せ
つ
罪
」
及
び
「
監
護
者
性
交
等
罪
」
が
新
設
さ
れ
、

18
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
の
影
響
力
に
乗
じ
て
、
わ
い

せ
つ
な
行
為
ま
た
は
性
交
等
を
し
た
者
に
対
す
る
罰
則
が
新
設
さ
れ
た
。

第
３
に
、
強
姦
罪
等
が
非
親
告
罪
化
さ
れ
た
。

第
４
に
、
同
一
の
機
会
に
強
盗
の
罪
と
強
制
性
交
等
の
罪
を
犯
し
た
場
合
、
現

行
の
強
盗
強
姦
罪
と
同
様
の
法
定
刑
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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今
年
５
月
１
日
時
点
で
、
小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
数

は
１
０
８
５
名
で
、
通
級
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童
数
１
６
６
６
名
と
合
わ
せ
る

と
、
２
７
５
１
名
。
５
年
前
よ
り
、
１
１
０
０
名
の
増
加
、
率
に
し
て
67
％
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
数
は
４
０
５
名
で
、
通

級
指
導
を
受
け
て
い
る
生
徒
数
１
４
４
名
と
合
わ
せ
る
と
、
５
４
９
名
と
な
っ
て

お
り
、
５
年
前
よ
り
１
１
２
名
の
増
加
、
率
に
し
て
26
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
数
は
１
２
７
９
名
で
、
５

年
前
の
１
２
０
９
名
と
比
べ
る
と
70
名
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
高
校
や
大
学
入
学
後
に
発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
、
支
援
の
必
要
性
が

指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
て
お
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
高
等
学
校
に
お
け
る
通
級
の
設
置
を
制
度
化
し
た
。
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Ａ．

平
成
28
年
度
に
お
け
る
本
県
教
員
の
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
保
有
率
は
、

特
別
支
援
学
校
で
は
72.5
％
で
、
５
年
前
の
71.4
％
か
ら
微
増
し
て
い
る
。
ま
た
小
中

学
校
で
は
7.9
％
で
、
５
年
前
の
6.7
％
か
ら
増
加
し
て
い
る
。

教
育
長

昨
年
１
月
、
富
山
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
院
し
た
が
、
発
達
障
が
い
児
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
改
善
さ
れ
た
点
と

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

本
県
と
富
山
大
学
は
、
平
成
17
年
に
連
携
協

定
を
締
結
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
様
々
な
面
で

連
携
を
強
化
し
て
い
る
が
、
高
大
連
携
に
よ
る

高
校
教
育
の
充
実
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

提
案
は
、
高
校
で
の
通
級
指
導
を
実
施
す
る

際
の
対
応
策
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い

る
。ま

ず
教
育
委
員
会
に
お
い
て
研
究
を
進
め
、

そ
の
上
で
、
大
学
と
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
協

議
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

知 

事
文
部
科
学
省
が
高
等
学
校
の
通
級
設
置
を
制
度
化
し
た
こ
と
を
受
け
、
通
級
拠

点
校
を
富
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
、
「
富
山
型
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」
と
し
て
、
高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

（
特
別
な
支
援
が
必
要
な
高
校
生
へ
の
支
援
と
し
て
、
国
は
来
年
４
月
か
ら
高

等
学
校
の
通
級
設
置
を
制
度
化
す
る
。
）

特
別
支
援
学
校
、
小
中
学
校
に
お
け
る
特
支
免
許
の
保
有
率
の
推
移
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

児
童
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
事
案
を
認
知
し
た
場
合
は
、
児
童
の
安
全
確
認
及
び

安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
組
織
的
対
応
を
図
り
、
児
童
相
談
所
へ
の
確
実
な
通

告
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
虐
待
の
可
能
性
が
低
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
児
童
相
談

所
、
市
町
村
等
関
係
機
関
に
対
す
る
照
会
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
性
的
虐
待
を
含
め
た
児
童
通
告
数
は
、
平
成
24
年
が
66
件
で
あ

っ
た
が
、
平
成
28
年
に
は
、
１
２
８
件
と
急
増
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
更
な

る
連
携
の
強
化
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

警
察
本
部
長

Ａ．

親
子
等
の
間
で
行
わ
れ
た
わ
い
せ
つ
行
為
等
に
つ
い
て
、
暴
行
や
脅
迫
の
事
実

が
な
い
と
、
児
童
福
祉
法
違
反
等
で
し
か
処
罰
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
よ
り
厳

罰
化
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
相
談
所
で
は
、
告
発
等
が
必
要
な
場
合
は
、
警
察
と
十
分
協
議
し
対
応
し

て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
児
童
福
祉
司
を
対
象
と
し
た
「
児
童

福
祉
司
任
用
後
研
修
」
を
実
施
す
る
が
、
今
回
の
改
正
を
踏
ま
え
た
内
容
と
し
、

必
要
な
専
門
的
知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
。

厚
生
部
長

警
察
に
よ
る
事
件
化
や
、
こ
れ
ま
で
児
童
相
談
所
に
て
対
応
し
て
い
た
問
題
が
事

件
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ．

発
達
障
が
い
に
は
、
本
人
や
周
囲
も
発
達
障
が
い
の
認
識
が
な
く
、
高
校
生
や

大
学
生
、
さ
ら
に
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
対
人
関
係
な
ど
で
様
々
な
困
難
や

課
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
高
校

生
以
上
の
方
１
８
４
人
か
ら
相
談
が
あ
り
、
う
ち
35
人
が
高
校
生
と
そ
の
家
族
か

ら
だ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
校
と
も
連
携
し
、
発
達
障
が
い
の
特
性
に
関

す
る
理
解
や
、
集
団
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
支
援
や
助
言
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
家
族
等
が
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
向
け
講
座
の
開
催
や

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

厚
生
部
長

高
校
生
以
降
に
発
達
障
が
い
が
判
明
し
た
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

Ａ．

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
こ
の
４
月
に
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す

る
専
門
職
員
を
担
当
課
に
配
置
し
、
支
援
員
の
養
成
と
支
援
に
携
わ
る
方
々
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
専
門
研
修
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

専
門
研
修
は
、
今
年
９
月
に
開
校
し
、
来
年
２
月
ま
で
の
講
座
を

予
定
し
て
い
る
。
男
性
の
性
暴
力
被
害
の
実
態
と
対
応
に
関
す
る

講
義
も
取
り
入
れ
る
ほ
か
、
一
部
講
義
を
公
開
講
座
と
し
て
広
く

県
民
の
皆
さ
ん
に
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
開
設
に
当
た
っ
て
の
広
報
は
、
未
成
年
者
の
被
害
者

が
多
い
こ
と
や
潜
在
化
し
や
す
い
な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
て
工

夫
し
た
い
。

来
年
春
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
、
人
材
育
成
の

計
画
、
対
応
形
態
、
広
報
に
つ
い
て
問
う
。
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
例
年
以
上
に
台
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
全
国
的
に
大
雨
や
土

砂
災
害
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
長
雨
の
影
響
で
、
日
照
時
間
が
著
し
く
少
な
く
な
っ
て

お
り
、
行
楽
や
露
地
栽
培
の
野
菜
の
生
育
等
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
自
然
の
脅

威
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
議
員
生
活
も
７
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
所
属
し
た
教
育

警
務
常
任
委
員
会
を
離
れ
、
新
た
に
農
林
水
産
常
任
委
員
会
に
所
属
い
た
し

ま
し
た
。
農
林
水
産
分
野
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、

積
極
的
に
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。
農
林
水
産
分
野
に
関
し
て

は
、
今
ま
で
以
上
に
ご
指
導
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

委
員
会
で
は
、
さ
っ
そ
く
都
市
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
当
局
側
と
議
論

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
地
元
で
あ
る
旧
富
山
市
南
部
地
域
で
は
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
が
多
く
、
農
地
で
あ
り
な
が
ら
、
住
宅
開
発
を
前
提

と
し
て
、
宅
地
並
み
の
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
た
に
都
市
農
業
振
興
基
本
法
と
い
う
法
律
が
で
き
、
市
街
地
の

農
地
は
「
宅
地
化
す
る
も
の
」
か
ら
「
都
市
に
あ
る
べ
き
も
の
」
と
位
置
づ
け

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
「
都
市
に
あ
る
べ
き
農
地
」
と
し
て
の
機

能
や
税
制
に
つ
い
て
も
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
時
代
に
即
し
た
仕
組

み
が
作
れ
る
よ
う
、
今
後
も
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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報
道
等
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
議
論
を
二
分
し
て
い
る
大
き
な
課
題
が
、
県

立
高
校
の
再
編
統
合
問
題
で
す
。

県
立
高
校
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
は
、
県
立
高
校
の
在
り
方
検
討
会
等
の
審
議
会
に
て
、
長
い
時
間
を

か
け
て
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
地
域
毎
に
住
民
と
の
意
見
交
換
会
も
始
ま
り
、
議
論
は
激

化
し
て
い
ま
す
。

「
一
学
年
３
学
級
以
下
の
小
規
模
校
を
再
編
統
合
の
対
象
校
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
、
審
議

会
で
の
取
り
ま
と
め
が
先
行
し
、
県
議
会
や
小
規
模
校
を
抱
え
る
地
域
が
猛
反
発
す
る
と
い
っ
た
事
態
に

も
発
展
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
現
在
、
対
象
を
小
規
模
校
に
限
定
せ
ず
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（
富
山
、
高
岡
、
砺
波
、

新
川
）
毎
に
お
お
よ
そ
２
校
ず
つ
を
再
編
統
合
す
る
こ
と
で
、
小
規
模
校
、
中
規
模
校
、
大
規
模
校
の
そ

れ
ぞ
れ
の
形
を
残
し
、
子
供
た
ち
の
選
択
の
幅
を
確
保
す
る
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
見
る
と
、
私
は
「
な
ぜ
再
編
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
議
論
の
ベ
ー
ス
が
共
有
で

き
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
た
だ
「
子
供
の
た
め
に
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
す
現
状
の
議
論
で
は
、

何
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い
の
か
、
価
値
観
の
問
題
に
終
始
し
、
教
育
委
員
会
の
「
子
供
の
た
め
に
大

規
模
校
が
必
要
」
と
い
う
主
張
の
中
に
は
、
小
規
模
校
の
子
供
の
成
績
や
、
子
供
が
ど
う
感
じ
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
評
価
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
「
厳
し
い
財
政
状
況
」
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

触
れ
ら
れ
ず
、
統
合
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
額
や
、
削
減
し
た
分
の
使
い
道
に
つ
い
て
の
展
望
が
説
明
さ
れ

な
い
現
状
で
は
判
断
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
母
校
が
な
く
な
る
」
、
「
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
皆
さ
ん
に
受
け
入
れ
て

も
ら
う
に
は
、
「
な
ぜ
再
編
が
必
要
な
の
か
」
、
そ
の
目
的
を
共
有
し
、
再
編
統
合
す
る
こ
と
で
も
た
ら

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
賛
同
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
十
分
に
議
論
を
深
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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